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〈表紙の写真〉
（鹿沼市）

　５月１０日（日）に、｢合併１０周年記念第３５回鹿沼さつき
マラソン大会｣が東日本大震災復興チャリティーマラソンと
して開催されました。今回のゲストランナーには、ソウルオリ
ンピックに出場するなどの経歴を持ち、日本女子長距離を
支えたランナーの松野明美さんをお迎えしました。
　参加者総数は１１，３６３名で、北は北海道から南は鹿児島
まで、全国から多くのランナーをお招きすることになりました。
　記念大会となる今大会では、小学生親子２キロコース
に３世代で参加できる
特別枠を設け、５６組の
申し込みをいただきまし
た。三世代が仲良く新
緑を駆け抜ける姿が、
本大会の新たなシンボ
ルになることを期待して
います。
ランニング雑誌におい
て全国マラソン１００選
にも選ばれた本大会
が、これからも多くの
方々に親しまれるととも
に、本市の自然や観光
をはじめとする情報発
信の場となることを願っ
ています。

合併10周年記念
第35回鹿沼さつきマラソン大会の開催について

■巻頭言
　「住みやすい街をめざして」
　　　　　　　　　　　　　　　　　さくら市長　人見　健次
̶
■メインテーマ

平成27年度国民健康保険事業運営に係る
留意事項
̶
■突撃ルポ 保険者みてある記

　第108回　鹿沼市
花と緑と清流のまち　笑顔あふれるやさしいまち
̶
■特別寄稿①

第1回
「国保制度改革法の成立に寄せて」

神奈川県立保健福祉大学名誉教授　山崎　泰彦
̶
■特別寄稿②

第1回
「ご存じですか？ロコモ」
とちぎリハビリテーションセンター所長・病院長　星野　雄一
̶
■保健師活動報告

目指せ！特定健診受診率アップ
≪高血圧予防に焦点を当てて≫
　　　　　益子町　住民課　国保年金係　保健師　小出　実加
̶
■保険者だより

まちなか保健室　ほっとステーション　駅前館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真岡市
̶
■私の趣味と健康法

畑の農作業でリフレッシュ
　　　　　　　　　　　　　佐野市　医療保険課長　落合　眞
̶

■ただいまこくほ最前線

　猫カフェに行こう！
　　小山市　国保年金課　国民健康保険係
　　　　　　　　　　　　主事　上野　善史

　初の国保業務を一生懸命頑張ります！
　　那珂川町　住民生活課　保険年金係
　　　　　　　　　　　　主事　福田　貴行
̶
■健康だより

歯の健康管理
≪歯周病を予防しましょう≫
　　栃木県国民健康保険団体連合会
　　　　　　　　　衛生管理者　登坂　美子
̶
■歩こう、歩こう！あの道この道

　「前日光横根高原」を歩こう
̶
■国保連合会からのお知らせ
̶
■編集後記
̶
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さくら市長
人 見　健 次

住
み
や
す
い
街
を

　
　
　
　

 

め
ざ
し
て

巻 頭 言巻 頭 言
　

さ
く
ら
市
は
、
県
都
宇
都
宮
市
に
近
接

し
、
国
道
４
号
及
び
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
が
市
内

を
南
北
に
、
国
道
２
９
３
号
が
東
西
に
通

過
し
、
交
通
の
利
便
性
に
恵
ま
れ
る
と
と

も
に
、
１
級
河
川
の
鬼
怒
川
、
荒
川
、
内

川
等
を
有
す
る
な
ど
、
清
流
と
緑
の
自
然

に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
３
月
28
日
に
氏
家
町
と
喜
連

川
町
が
合
併
し
て
「
さ
く
ら
市
」
が
誕
生

し
、
満
10
年
を
経
過
し
、
合
併
当
時
は
約

４
万
１
千
人
で
あ
っ
た
人
口
も
着
実
に
増

え
、
４
万
５
千
人
に
な
ろ
う
か
と
い
う
状
況

で
あ
り
ま
す
が
、
日
本
に
お
い
て
２
０
０
８

年
以
降
、
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
て
い

る
な
か
、
本
市
に
お
い
て
も
今
後
は
緩
や

か
に
人
口
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
子
ど
も
医
療
費
の
高
校
生
ま
で

の
無
料
化
を
は
じ
め
と
す
る
子
育
て
環
境

充
実
、
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
る
雇
用
環
境

充
実
、
さ
く
ら
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
な
ど
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
環
境
の
充
実
な

ど
、
人
口
減
少
の
克
服
に
主
眼
を
置
い
た
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

国
を
あ
げ
て
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
な
か
、

本
市
の
特
性
を
活
か
し
た
人
口
減
少
の
歯

止
め
・
増
加
へ
の
新
た
な
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
方
創
生
・
人
口
減
少
問
題
は
市
単

独
で
は
解
決
に
至
ら
な
い
課
題
で
は
あ
り

ま
す
が
、
子
育
て
、
雇
用
、
地
域
活
性
化

な
ど
各
分
野
に
お
け
る
中
長
期
の
目
標
な

ど
を
盛
り
込
む
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
の

策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
策

定
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
産
、
官
、
学
、
金
、

労
等
幅
広
い
意
見
を
参
考
と
し
、
足
下
に

根
ざ
す
様
々
な
問
題
に
向
き
合
い
、
本
市

の
発
展
・
活
性
化
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
国
民
健
康
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
民
皆
保
険
制
度
の
中
核
を
担
っ
て
き
ま

し
た
が
、
加
速
す
る
高
齢
化
や
医
療
技
術

の
向
上
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
等
の
問
題

が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
で
は
国

民
健
康
保
険
制
度
の
改
革
が
検
討
さ
れ
て

い
る
な
ど
、
今
後
国
民
健
康
保
険
の
取
り

巻
く
環
境
は
極
め
て
流
動
的
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
に
お
い

て
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
向
上
・

医
療
費
適
正
化
・
保
健
事
業
の
推
進
等
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
保
健

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
習
慣
病
の

発
症
原
因
と
さ
れ
る
内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
に
着
目
し
、

特
定
健
診
、
特
定
保
健
指
導
の
推
進
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
人
間
ド
ッ

ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
者
に
対
し
助
成
を

行
い
、
被
保
険
者
の
疾
病
の
早
期
発
見
及

び
早
期
治
療
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
健
康
的

な
生
活
習
慣
を
確
立
し
、
生
涯
を
通
し
て

健
康
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平成 27 年度

国民健康保険事業運営に係る
留 意 事 項

平成 27 年度

国民健康保険事業運営に係る
留 意 事 項

平成27年4月
栃木県保健福祉部国保医療課

は
じ
め
に

　

我
が
国
に
お
け
る
少
子
高
齢
化
の
進
行
、

就
業
構
造
の
変
化
等
に
よ
り
医
療
保
険
制

度
間
の
負
担
の
不
均
衡
が
生
じ
、
医
療
技
術

の
高
度
化
等
の
要
因
と
も
相
ま
っ
て
医
療

費
の
大
幅
な
増
大
を
も
た
ら
し
、
国
保
制

度
が
抱
え
る
脆
弱
な
財
政
基
盤
と
い
う
構

造
問
題
は
、
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
を
健
全
に
運
営
す

る
た
め
に
は
、
適
用
の
適
正
化
、
保
険
料

（
税
）
収
入
の
確
保
、
医
療
費
適
正
化
等
、

不
断
の
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

特
に
、
本
県
の
市
町
村
保
険
者
に
お
け
る

国
民
健
康
保
険
税
の
平
成
25
年
度
収
納
率

は
、
88
・
３
８ 
％
と
前
年
度
か
ら
０
・
５
０

ポ
イ
ン
ト
上
ま
わ
っ
た
も
の
の
、
全
国
順
位

は
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

向
上
へ
の
取
組
み
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

市
町
村
保
険
者
、
国
民
健
康
保
険
組
合
及

び
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
お
け
る
、

平
成
27
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営

上
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。

事
業
運
営
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項

保
険
者
に
関
す
る
事
項

１　
事
業
計
画
等

⑴
事
業
計
画
の
策
定

　

事
業
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
国
保

事
業
の
適
正
か
つ
安
定
的
な
運
営
を
図
る

た
め
、
事
業
運
営
の
実
情
を
把
握
分
析
し
、

そ
れ
ら
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
た
重
点
事

項
及
び
目
標
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
目
標

達
成
の
た
め
の
具
体
的
な
実
施
体
制
、
実

施
方
法
及
び
関
連
事
業
と
の
連
携
等
を
明

確
に
す
る
こ
と
。

⑵
予
算
の
編
成

　

予
算
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
、
厚

生
労
働
省
保
険
局
国
民
健
康
保
険
課
長
か

ら
通
知
さ
れ
る
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の

留
意
事
項
等
に
基
づ
き
行
う
こ
と
。

⑶
赤
字
保
険
者
に
お
け
る
財
政
の
健
全
化

　

赤
字
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
財
政
の
健

全
化
を
図
る
た
め
、
具
体
的
な
赤
字
解
消

計
画
を
策
定
し
、
事
業
運
営
に
必
要
な
保

険
料
（
税
）
の
適
切
な
設
定
、
収
納
率
向

上
対
策
及
び
医
療
費
適
正
化
対
策
等
を
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

２　
適
用
の
適
正
化

⑴
被
保
険
者
の
適
用

ア
被
保
険
者
の
適
用
に
つ
い
て
は
、「
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
か
か
る
適
用

及
び
保
険
料
（
税
）
の
賦
課
の
適
正
化

に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
５
年
11
月

15
日
保
険
発
第
１
２
３
号
）
に
基
づ
き
、

「
国
民
健
康
保
険
の
適
用
事
務
に
お
け
る

年
金
被
保
険
者
情
報
の
活
用
に
つ
い
て

（
通
知
）」（
平
成
23
年
２
月
22
日
保
国
発

０
２
２
２
第
１
号
）
及
び
「
国
民
健
康

保
険
の
適
用
事
務
に
お
け
る
年
金
被
保

険
者
情
報
の
活
用
に
つ
い
て
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
23
年
12

月
16
日
保
国
発
１
２
１
６
第
１
号
）
に

よ
り
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
国
民
年
金

被
保
険
者
情
報
を
活
用
す
る
等
、
未
適

用
者
を
早
期
か
つ
的
確
に
把
握
し
、
早

期
適
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
遡
及

適
用
者
に
つ
い
て
は
的
確
に
遡
及
賦
課

を
行
う
こ
と
。

イ
退
職
被
保
険
者
等
の
適
用
に
つ
い
て

は
、「
国
民
健
康
保
険
の
退
職
被
保

険
者
等
に
係
る
適
用
に
つ
い
て
（
通

知
）」（
平
成
15
年
３
月
31
日
保
国
発

第
０
３
３
１
０
０
３
号
）、「
国
民
健

康
保
険
の
退
職
被
保
険
者
等
に
係
る

適
用
の
適
正
化
対
策
に
つ
い
て
（
通

知
）」（
平
成
17
年
９
月
16
日
保
国
発
第

０
９
１
６
０
０
１
号
）、
及
び
「
国
民
健
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康
保
険
の
適
用
事
務
に
お
け
る
年
金
被

保
険
者
情
報
の
活
用
に
つ
い
て
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
23
年
12

月
16
日
保
国
発
１
２
１
６
第
１
号
）
に

基
づ
き
、
年
金
受
給
権
者
一
覧
表
等
の

年
金
情
報
の
活
用
等
に
よ
り
早
期
に
把

握
・
適
用
し
、
適
用
の
適
正
化
を
推
進

す
る
こ
と
。
ま
た
、
各
市
町
に
お
い
て

作
成
し
た
退
職
被
保
険
者
等
に
係
る
振

替
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
被
保

険
者
資
格
の
遡
及
に
伴
う
療
養
給
付
費

負
担
金
及
び
療
養
給
付
費
交
付
金
の
振

替
整
理
を
適
正
に
行
う
こ
と
。

ウ
特
に
退
職
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
に
係

る
適
用
に
つ
い
て
は
、「
国
民
健
康
保

険
の
退
職
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
に
係

る
適
用
の
適
正
化
対
策
の
徹
底
に
つ
い

て
（
通
知
）」（
平
成
19
年
９
月
18
日
保

国
発
第
０
９
１
８
０
０
１
号
）
及
び

「
国
民
健
康
保
険
の
退
職
被
保
険
者
の

被
扶
養
者
に
係
る
適
用
に
つ
い
て
（
通

知
）」（
平
成
20
年
３
月
31
日
保
国
発
第

０
３
３
１
０
０
１
号
）」
に
基
づ
き
、
職

権
適
用
を
実
施
す
る
等
適
用
の
適
正
化

を
推
進
す
る
こ
と
。

エ
外
国
人
の
適
用
に
つ
い
て
は
、「
外
国
人

に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
又
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
適
用
に
つ
い
て
」（
平

成
24
年
７
月
９
日
保
国
発
第
０
７
０
９

第
１
号
）
に
基
づ
き
、適
正
に
行
う
こ
と
。

⑵
居
住
不
明
被
保
険
者
の
確
認

　

居
所
不
明
の
被
保
険
者
に
係
る
資
格
喪

失
の
確
認
に
つ
い
て
は
、「
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
資
格
の
喪
失
確
認
処
理
に
係

る
取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
４

年
３
月
31
日
保
険
発
第
40
号
）
に
基
づ
き
、

取
扱
要
領
を
作
成
し
て
的
確
に
行
い
、
国

民
健
康
保
険
税
の
調
定
額
に
つ
い
て
も
整

理
す
る
こ
と
。

⑶
適
用
の
適
正
化
調
査

　

適
用
の
適
正
化
調
査
に
つ
い
て
は
、「
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
適
用
の
適
正

化
及
び
第
三
者
行
為
に
係
る
求
償
権
の
行

使
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
昭
和
50
年
７
月

1
日
保
険
発
第
63
号
）
に
基
づ
き
、
各
保

険
者
の
実
情
に
応
じ
て
「
適
用
の
適
正
化

月
間
」
を
設
定
し
、
被
用
者
保
険
の
加
入
・

脱
退
者
、
住
所
地
特
例
の
対
象
者
、
外
国
人
、

擬
制
世
帯
等
に
つ
い
て
、
計
画
的
、
集
中

的
に
適
用
の
適
正
化
を
推
進
す
る
こ
と
。

３　
適
正
な
賦
課

⑴
　
保
険
料
（
税
）
の
算
定
の
基
礎
と
な

る
所
得
に
つ
い
て
は
、
的
確
に
把
握
す
る

こ
と
。

　

ま
た
、
申
告
の
な
い
世
帯
及
び
保
険
料

（
税
）
の
軽
減
対
象
世
帯
等
に
つ
い
て
は
、

申
告
を
勧
奨
し
、
積
極
的
に
実
地
調
査
を

行
う
等
的
確
に
所
得
を
把
握
す
る
こ
と
。

　

な
お
、
共
有
名
義
の
固
定
資
産
に
係
る

資
産
割
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、「
共
有

名
義
の
固
定
資
産
に
係
る
国
民
健
康
保
険

料
（
税
）
の
資
産
割
額
の
算
定
に
つ
い
て

（
通
知
）」（
平
成
20
年
１
月
18
日
保
国
発
第

０
１
１
８
０
０
１
号
）
に
基
づ
き
、
持
ち
分

に
応
じ
て
適
正
に
按
分
賦
課
を
行
う
こ
と
。

⑵　

保
険
料
（
税
）
の
賦
課
割
合
及
び
賦

課
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
間
に

お
け
る
負
担
の
不
均
衡
の
是
正
、
中
間
所

得
者
層
の
過
重
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
観

点
か
ら
、
適
切
な
設
定
を
行
う
こ
と
。

⑶　

国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
行
し
た
者
が
い
る
世
帯
に
お

け
る
保
険
料
（
税
）
に
つ
い
て
、
平
成
25

年
度
か
ら
所
得
割
に
係
る
軽
減
判
定
所
得

の
算
定
特
例
が
恒
久
化
さ
れ
た
ほ
か
、
平

等
割
の
減
額
措
置
が
延
長
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、適
正
な
対
応
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、

被
用
者
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
被
扶
養
者
か

ら
国
保
被
保
険
者
と
な
っ
た
者
に
係
る
条

例
減
免
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
配
慮
す

る
こ
と
。

４　
保
険
料
（
税
）
収
入
の
確
保

⑴
徴
収
計
画
の
策
定

　

市
町
村
保
険
者
の
徴
収
計
画
に
つ
い
て

は
、
県
が
広
域
化
等
支
援
方
針
の
中
で
定

め
た
保
険
者
規
模
別
収
納
率
目
標
を
踏
ま

え
、
滞
納
者
の
実
態
（
滞
納
原
因
別
、
所

得
階
層
別
、
職
業
別
、
地
区
別
等
）
に
基

づ
き
目
標
収
納
率
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
実
施
体
制
、
実
施
方
法
等
具
体

的
な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

⑵
納
期
内
納
入
の
促
進
等

　

保
険
料
（
税
）
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
納

期
内
納
入
の
促
進
を
図
る
た
め
に
口
座
振

替
を
推
進
す
る
ほ
か
、
多
様
な
納
付
方
法

を
採
用
す
る
等
、
納
付
し
や
す
い
環
境
整

備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
被
保
険
者
に
対

す
る
効
果
的
な
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
。

⑶
滞
納
者
対
策

ア
保
険
料
（
税
）
の
確
保
を
図
る
た
め
、
早

期
に
滞
納
者
の
財
産
調
査
を
含
め
た
実

態
把
握
及
び
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
。

イ
特
別
な
事
情
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

保
険
料
（
税
）
を
滞
納
し
て
い
る
い
わ

ゆ
る
悪
質
滞
納
者
に
被
保
険
者
資
格
証

明
書
の
交
付
及
び
保
険
給
付
の
一
時
支

払
差
止
め
等
の
措
置
に
つ
い
て
は
、「
国
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民
健
康
保
険
の
保
険
料
（
税
）
を
滞
納

し
て
い
る
世
帯
主
等
に
対
す
る
措
置
の

取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
12

年
３
月
28
日
保
険
発
第
41
号
）
に
基
づ

き
、
適
正
に
行
う
こ
と
。

　
　

た
だ
し
、
出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い

て
は
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
昭

和
33
年
厚
生
省
令
第
53
号
）
附
則
第
10
条

に
よ
る
一
時
差
止
を
行
わ
な
い
措
置
が

継
続
さ
れ
て
い
る
の
で
留
意
す
る
こ
と
。

　
　

な
お
、
被
保
険
者
資
格
証
明
書
及
び

短
期
被
保
険
者
証
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

交
付
事
務
を
通
じ
て
で
き
る
だ
け
滞
納

者
と
接
触
す
る
機
会
を
確
保
し
、
保
険

料
（
税
）
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
特

別
な
事
情
の
適
切
な
把
握
に
努
め
、
機

械
的
な
対
応
に
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

き
め
細
か
な
納
付
相
談
を
行
う
こ
と
。

　
　

ま
た
、
滞
納
者
の
状
況
に
応
じ
、
通

常
に
比
べ
更
新
ま
た
は
検
認
の
期
間
が

短
い
被
保
険
者
証
を
交
付
す
る
等
、
被

保
険
者
証
の
交
付
方
法
を
工
夫
し
て
納

付
相
談
の
機
会
の
確
保
を
図
り
、
滞
納

者
を
解
消
す
る
こ
と
。

ウ
被
保
険
者
が
、
督
促
、
催
告
に
応
じ
な

い
場
合
に
は
、
負
担
の
公
平
の
観
点
か

ら
差
押
予
告
通
知
書
を
送
付
し
、
積
極

的
に
差
押
え
を
行
う
こ
と
。

エ
納
付
義
務
者
が
保
険
料
（
税
）
を
納
期

限
ま
で
に
完
納
し
な
い
場
合
は
、
必
ず

延
滞
金
を
調
定
し
、
徴
収
す
る
こ
と
。

オ
保
険
料
（
税
）
の
不
納
欠
損
処
分
に
つ

い
て
は
、
資
産
の
状
況
等
の
調
査
結
果

に
基
づ
き
や
む
を
得
な
い
も
の
に
限
り

厳
正
に
行
う
こ
と
と
し
、
短
期
被
保
険

者
証
の
交
付
対
象
者
が
該
当
し
た
場
合

も
行
う
こ
と
。

⑷
徴
収
体
制
の
充
実

　

滞
納
保
険
料
（
税
）
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、

全
庁
体
制
の
確
立
や
嘱
託
徴
収
員
の
採
用

等
、
徴
収
体
制
の
整
備
を
図
り
、
積
極
的
な

徴
収
活
動
（
例
え
ば
休
日
、
夜
間
等
の
戸

別
徴
収
等
）
及
び
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
。

　

ま
た
、
嘱
託
徴
収
員
等
を
活
用
し
て
い

る
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
嘱
託
徴
収
員
等

の
み
に
任
せ
る
こ
と
な
く
役
割
分
担
を
定

め
、
職
員
と
の
連
携
に
よ
る
戸
別
徴
収
に

積
極
的
か
つ
効
率
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

⑸
そ
の
他
の
収
納
対
策

　

上
記
⑴
か
ら
⑷
の
ほ
か
、
保
険
料
（
税
）

収
納
率
の
確
保
・
向
上
等
の
対
策
と
し
て
、

「
収
納
対
策
緊
急
プ
ラ
ン
の
策
定
等
に
つ
い

て
（
通
知
）」（
平
成
17
年
２
月
15
日
保
国

発
第
０
２
１
５
０
０
１
号
）
等
を
参
考
に
、

効
果
的
な
収
納
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
。

５　
医
療
費
の
適
正
化

⑴
医
療
費
等
の
分
析

　

医
療
費
等
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
診
療

諸
率
の
経
年
的
な
傾
向
把
握
、
他
の
保
険

者
と
の
医
療
費
実
態
の
比
較
、
疾
病
構
造
、

長
期
入
院
者
及
び
重
複
・
頻
回
受
診
者
の
動

向
の
把
握
・
分
析
等
に
よ
り
、
医
療
費
等

の
現
状
と
問
題
点
を
的
確
に
把
握
し
、
医

療
費
の
適
正
化
に
必
要
な
施
策
に
反
映
す

る
こ
と
。

　

ま
た
、
将
来
に
向
け
て
医
療
費
適
正
化

対
策
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
連
合

会
等
と
連
携
し
、
調
査
・
研
究
を
行
う
こ
と
。

　

な
お
、
連
合
会
か
ら
提
供
さ
れ
る
疾
病

統
計
、
長
期
入
院
者
、
重
複
・
頻
回
受
診

者
の
資
料
を
十
分
活
用
し
、
医
療
費
適
正

化
対
策
の
内
容
を
充
実
す
る
こ
と
。

⑵
診
療
報
酬
明
細
書
の
点
検
調
査

　

診
療
報
酬
明
細
書
（
以
下
「
レ
セ
プ
ト
」

と
い
う
。）
の
点
検
調
査
に
つ
い
て
は
、「
国

民
健
康
保
険
の
診
療
報
酬
明
細
書
点
検
調

査
事
務
処
理
要
領
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
昭

和
55
年
５
月
10
日
保
険
発
第
42
号
）
に
基

づ
き
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

被
保
険
者
資
格
の
点
検
、
調
剤
報
酬
明
細

書
と
の
突
合
、
縦
覧
点
検
等
に
つ
い
て
は
、

強
化
さ
れ
た
連
合
会
の
レ
セ
プ
ト
審
査
機

能
を
活
用
す
る
等
、
よ
り
効
率
的
な
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
。

　

特
に
、
連
合
会
の
共
同
事
業
の
活
用
に

よ
る
的
確
な
第
三
者
行
為
求
償
事
務
等
を

実
施
し
、
レ
セ
プ
ト
点
検
調
査
等
を
充
実
・

強
化
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
レ
セ
プ
ト
点
検
調
査
を
計
画
的

に
実
施
す
る
た
め
の
点
検
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
医
療
事
務
経
験
者
等
を
嘱
託

員
に
採
用
す
る
等
し
て
充
実
す
る
こ
と
。

⑶
後
発
医
薬
品
及
び
適
正
受
診
に
対
す
る

周
知
・
啓
発

　

後
発
医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
後
発
医
薬

品
希
望
カ
ー
ド
の
配
布
及
び
後
発
医
薬
品

を
使
用
し
た
場
合
の
医
療
費
の
額
の
通
知

（
差
額
通
知
）
等
、
後
発
医
薬
品
の
積
極
的

な
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
柔
道
整
復
師
等
の
施
術
に
お
け

る
保
険
給
付
の
範
囲
等
に
つ
い
て
、
広
報

等
に
よ
り
柔
道
整
復
療
養
費
等
に
対
す
る

被
保
険
者
の
関
心
を
高
め
、
適
正
化
を
進

め
る
こ
と
。

⑷
在
宅
医
療
等
の
推
進

　

在
宅
医
療
等
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
い
わ

ゆ
る
社
会
的
入
院
の
解
消
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
長
期
入
院
者
の

把
握
と
と
も
に
、
在
宅
医
療
等
が
可
能
な

者
に
つ
い
て
は
、
保
健
師
の
訪
問
活
動
等

保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
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家
庭
復
帰
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人

保
健
施
設
へ
の
入
所
等
を
推
進
す
る
こ
と
。  

⑸
重
複
・
頻
回
受
診
者
対
策
の
推
進

　

重
複
・
頻
回
受
診
者
に
対
す
る
保
健
師
の

訪
問
活
動
に
つ
い
て
は
、「
重
複
・
頻
回
受

診
者
に
係
る
医
療
費
適
正
化
対
策
の
推
進

に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
10
年
８
月
５

日
保
険
発
第
１
２
６
号
）
に
基
づ
き
、
積

極
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

６　
保
健
事
業

⑴
保
健
事
業
の
実
施
計
画

　

保
健
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、「
国

民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
保
健
事
業
の
実

施
等
に
関
す
る
指
針
」（
平
成
16
年
厚
生
労

働
省
告
示
第
３
０
７
号
）
に
基
づ
き
、
保

健
事
業
の
実
施
計
画
（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
）
を
策
定
す
る
こ
と
。

⑵
保
健
事
業
の
推
進

　

保
健
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
特
定

健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
・
医
療
情

報
を
分
析
し
、
被
保
険
者
等
の
健
康
課
題

を
明
確
に
し
た
上
で
、
保
健
・
福
祉
部
門

等
関
係
部
局
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
つ
つ
健
康
診
査
、
保
健
指
導
、
健
康
教
育
、

健
康
相
談
、
訪
問
指
導
等
効
果
的
か
つ
効

率
的
な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
。

⑶
直
営
診
療
施
設

　

保
険
者
が
設
置
す
る
直
営
診
療
施
設
に

つ
い
て
は
、
国
保
の
被
保
険
者
を
始
め
と

し
た
地
域
住
民
に
対
し
て
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
各
般
に
わ
た
る
総
合
的
な
処
遇
を

行
う
う
え
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
、
地
域

住
民
に
対
す
る
医
療
・
健
康
に
関
す
る
相

談
部
門
を
設
置
す
る
等
、
総
合
的
な
機
能

が
発
揮
で
き
る
よ
う
充
実
す
る
こ
と
。

７　
事
務
処
理
の
適
正
化

⑴
補
助
金
申
請
事
務
等
の
適
正
化

　

補
助
金
の
申
請
等
に
係
る
事
務
処
理
に

つ
い
て
は
、
会
計
実
地
検
査
等
に
お
い
て

多
数
の
不
適
正
な
事
務
処
理
が
判
明
し
て

お
り
、
自
主
点
検
に
よ
る
適
正
化
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
は
、「
国

民
健
康
保
険
関
係
国
庫
補
助
金
等
に
か
か

る
事
務
処
理
の
適
正
化
に
つ
い
て
（
通
知
）」

（
平
成
26
年
12
月
11
日
保
国
発
１
２
１
１
第

１
号
）
等
関
係
通
知
を
参
考
に
す
る
と
と

も
に
、
申
請
誤
り
が
生
じ
な
い
よ
う
な
防

止
策
（
誤
り
や
す
い
事
項
に
つ
い
て
の
確

認
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
等
）
を
講
じ
る
等
、

適
正
な
事
務
処
理
の
た
め
に
必
要
な
体
制

の
整
備
を
図
る
こ
と
。

⑵
不
正
及
び
事
故
の
防
止

　

不
正
及
び
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
不

正
及
び
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
事
務
処
理
方
式
の
見
直
し
、
相
互

牽
制
体
制
等
の
管
理
体
制
の
充
実
及
び
自

主
的
監
査
の
実
施
等
不
正
及
び
事
故
の
防

止
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

　

ま
た
、
不
正
及
び
事
故
が
発
生
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
県
に
報
告
す
る
こ
と
。

８　
そ
の
他

⑴
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
充
実

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
つ
い
て

は
、
国
保
事
業
の
適
正
か
つ
安
定
的
な
運

営
を
図
る
た
め
に
重
要
な
審
議
機
関
で
あ

る
の
で
、
事
業
運
営
の
課
題
・
問
題
点
を

十
分
に
審
議
す
る
等
積
極
的
に
開
催
す
る

こ
と
。

⑵
保
険
者
協
議
会
に
お
け
る
各
保
険
者
と

の
連
携
・
協
力

　

保
険
者
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
保
健
事

業
等
の
効
率
的
で
円
滑
な
事
業
運
営
を
図

る
た
め
、
各
保
険
者
と
の
連
携
・
協
力
に

努
め
る
こ
と
。

⑶
情
報
開
示

　

レ
セ
プ
ト
開
示
に
つ
い
て
は
、「
診
療
報

酬
明
細
書
等
の
被
保
険
者
へ
の
開
示
に
つ

い
て
（
通
知
）」（
平
成
17
年
３
月
31
日
保

発
第
０
３
３
１
０
０
７
号
）（
平
成
23
年
６

月
20
日
付
け
保
発
０
６
２
０
第
２
号
に
よ

り
一
部
改
正
）
に
基
づ
き
行
う
こ
と
。

⑷
国
民
健
康
保
険
組
合
に
関
す
る
重
点
事
項

ア
被
保
険
者
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
組
合
規

約
に
定
め
る
組
合
員
の
業
種
（
現
に
業

務
に
従
事
し
て
い
る
か
否
か
を
含
む
。）、

住
所
、
勤
務
先
の
業
態
及
び
健
康
保
険

の
適
用
除
外
承
認
手
続
き
の
確
認
を
徹

底
す
る
こ
と
。  

　
　

ま
た
、「
国
民
健
康
保
険
組
合
の
組
合

員
資
格
の
適
正
な
取
扱
い
に
つ
い
て
」

（
平
成
24
年
３
月
26
日
保
国
発
０
３
２
６

第
１
号
）
に
基
づ
き
、
定
期
的
に
被
保

険
者
資
格
の
確
認
を
行
う
等
、
適
正
な

取
扱
を
徹
底
す
る
こ
と
。

イ
「
国
民
健
康
保
険
組
合
に
お
け
る
法
令
遵

守
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
体
制
の
整

備
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
22
年
９

月
10
日
保
国
発
０
９
１
０
第
１
号
）
に

基
づ
き
、
法
例
遵
守
体
制
の
整
備
に
取

り
組
む
こ
と
。  
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連
合
会
に
関
す
る
事
項

１　
審
査
の
充
実
強
化

　

レ
セ
プ
ト
の
審
査
支
払
事
務
に
つ
い
て

は
、
審
査
専
門
部
会
の
審
査
対
象
の
拡
大
、

事
務
点
検
期
間
及
び
審
査
委
員
会
に
お
け

る
審
査
期
間
の
延
長
等
に
よ
り
事
務
共
助

の
充
実
及
び
審
査
体
制
を
拡
充
し
、
審
査
の

充
実
・
強
化
及
び
効
率
化
に
努
め
る
こ
と
。

２　
保
険
者
支
援

⑴
保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事
業
等
の

充
実
・
強
化

　

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事
業
及
び

第
三
者
行
為
求
償
事
務
共
同
事
業
に
つ
い

て
は
、
保
険
者
の
事
務
処
理
の
効
率
化
等

を
図
る
た
め
充
実
・
強
化
す
る
こ
と
。

⑵
医
療
費
分
析
等
の
充
実
・
活
用

　

医
療
費
分
析
等
に
つ
い
て
は
、
保
険
者

に
お
い
て
医
療
費
等
の
分
析
結
果
に
基
づ

く
効
果
的
な
保
健
事
業
の
実
施
を
図
る
た

め
、
疾
病
統
計
及
び
重
複
・
頻
回
受
診
者

リ
ス
ト
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
そ
の

活
用
方
法
の
教
示
等
を
行
う
こ
と
。

　

な
お
、
疾
病
統
計
等
に
つ
い
て
は
、
保

険
者
に
と
っ
て
有
効
か
つ
必
要
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
か
活
用
状
況
を
把
握
し
、
的

確
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
電
算
事

務
の
効
率
化
を
推
進
す
る
こ
と
。

⑶
レ
セ
プ
ト
点
検
調
査
の
支
援

　

レ
セ
プ
ト
点
検
調
査
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
保
険
者
に
お
け
る
レ
セ
プ
ト
点
検
調

査
の
内
容
点
検
の
充
実
を
図
る
た
め
、
保

険
者
の
実
態
に
応
じ
た
レ
セ
プ
ト
点
検
調

査
に
係
る
研
修
及
び
内
容
点
検
を
的
確
に

行
う
た
め
の
情
報
提
供
等
積
極
的
な
支
援

を
行
う
こ
と
。

⑷
保
健
事
業
の
支
援

　

保
健
事
業
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
特
定

健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
円
滑
な
実

施
を
図
る
と
と
も
に
、
保
険
者
に
お
け
る

保
健
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
健
診
結

果
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
て
各
保
険
者
の
実

態
に
応
じ
た
効
果
的
な
保
健
事
業
の
企
画
、

評
価
、
調
査
・
研
究
等
、
各
種
の
施
策
の

支
援
を
行
う
と
と
も
に
保
健
師
活
動
を
充

実
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
保
険
者
が
行
う
保
健
・
福
祉
事

業
と
の
連
携
に
配
意
し
た
保
健
事
業
の
展

開
に
対
す
る
支
援
等
に
も
配
意
す
る
こ
と
。

⑸
在
宅
医
療
等
の
推
進
支
援

　

在
宅
医
療
等
の
推
進
支
援
に
つ
い
て
は
、

長
期
入
院
者
の
う
ち
、
必
ず
し
も
入
院
治

療
を
必
要
と
し
な
い
と
思
わ
れ
る
者
の
在

宅
医
療
等
の
推
進
を
図
る
た
め
、
必
要
な

各
種
情
報
の
提
供
等
、
保
険
者
の
支
援
を

行
う
こ
と
。

⑹
保
険
料
（
税
）
収
納
率
向
上
対
策
の
支
援

　

連
合
会
の
保
険
料
（
税
）
収
納
率
向
上

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し
て
、
保
険
者
に

対
し
て
長
期
滞
納 

・
収
納
困
難
事
案
へ
の

対
応
方
法
の
相
談
及
び
職
員
研
修
に
よ
る

職
員
の
資
質
向
上
等
収
納
率
向
上
の
た
め

の
保
険
者
支
援
を
行
う
こ
と
。  

３　
そ
の
他

⑴
個
人
情
報
保
護
の
徹
底

　

連
合
会
が
扱
う
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、

個
人
情
報
保
護
法
及
び
「
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
の

適
切
な
取
扱
い
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
つ
い
て
」（
平
成
17
年
９
月
15
日
保
発
第

０
９
１
５
０
０
３
号
）
に
基
づ
き
個
人
情

報
保
護
を
徹
底
す
る
こ
と
。

⑵
事
務
の
改
善
等

　

連
合
会
に
お
け
る
不
正
及
び
事
故
の
防

止
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
に
関
す
る
事
項

の
７
の
⑵
に
準
じ
て
実
施
す
る
こ
と
。
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 　　突撃ルポ 保険者みてある記

 　　突撃ルポ 保険者みてある記

第108回
鹿沼市

鹿沼市

宇都宮市

花
と
緑
と
清
流
の
ま
ち

笑
顔
あ
ふ
れ
る
や
さ
し
い
ま
ち

花
と
緑
と
清
流
の
ま
ち

笑
顔
あ
ふ
れ
る
や
さ
し
い
ま
ち

　

鹿
沼
市
は
栃
木
県
の
中
心
部
か
ら
や
や

南
西
に
位
置
し
、
県
都
宇
都
宮
市
の
西
に

隣
接
し
て
い
ま
す
。
東
京
か
ら
約
１
０
０

㎞
に
あ
り
、
東
北
自
動
車
道
や
東
武
日
光

線
、
Ｊ
Ｒ
日
光
線
な
ど
で
結
ば
れ
て
い
ま

す
。
広
大
な
日
光
林
業
地
帯
を
配
し
、
こ
れ

を
水
源
と
す
る
黒
川
や
大
芦
川
な
ど
の
清

流
と
豊
か
な
自
然
を
共
有
し
な
が
ら
、
年

平
均
気
温
は
13
度
前
後
と
災
害
も
少
な
く

穏
や
か
な
気
候
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
内
か
ら
産
出
さ
れ
る
「
鹿
沼
土
」

は
、
お
よ
そ
３
・
２
万
年
前
に
噴
火
し
た
赤

城
山
か
ら
の
噴
出
物
が
堆
積
し
て
風
化
し

た
も
の
で
、
保
水
性
・
排
出
性
・
通
気
性

に
優
れ
、
園
芸
用
に
適
し
た
土
と
し
て
園

芸
愛
好
家
の
間
で
は
全
国
的
に
知
ら
れ
て

お
り
、
さ
つ
き
等
花
木
類
の
生
産
地
も
形

成
し
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
書
の

効
果
・
分
析
が
課
題

　

保
険
年
金
課
で
は
、
医
療
費
適
正
化
対

策
と
し
て
、
①
健
康
課
と
連
携
し
、
医
療

費
抑
制
及
び
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
の
た

め
に
実
施
す
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
基

づ
く
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
を
着
実
に
実
施

し
て
い
く
こ
と
、
②
電
話
や
通
知
に
よ
る

勧
奨
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
・
配
布
す
る
こ

と
で
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
ア
ッ
プ
を

目
指
す
、
③
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額

通
知
書
を
分
析
し
、
年
間
効
果
を
今
後
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ

の
３
つ
の
事
業
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と

が
、
国
保
特
別
会
計
の
持
続
的
・
安
定
的

な
運
営
に
繋
が
り
ま
す
。

財
産
調
査
の
強
化
に
努
め
る

　

納
税
課
で
は
、
預
金
・
生
命
保
険
・
給

与
な
ど
の
財
産
調
査
を
徹
底
し
て
行
う
こ

鹿 沼 市第108回
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と
で
、
担
税
力
の
有
無
を
明
確
に
判
定
し
、

差
押
え
や
執
行
停
止
等
の
滞
納
整
理
事
務

を
適
正
か
つ
効
率
的
に
行
う
こ
と
で
、
高

額
滞
納
者
の
発
生
抑
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
額
滞
納
者
に
対
し
て
は
滞
納
整
理

及
び
納
税
指
導
に
よ
る
納
付
を
実
施
、
少

額
滞
納
者
に
対
し
て
は
納
付
忘
れ
な
ど
の

対
策
と
し
て
、
徴
収
嘱
託
員
に
よ
る
訪
問

催
告
を
実
施
し
、
収
納
率
向
上
へ
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ま
ち
の
保
健
事
業
の

　
取
り
組
み

糖
尿
病
に
視
点
を
あ
て
て

対
策
に
取
り
組
む

　

平
成
26
年
度
に
保
健
事
業
支
援
評
価
委

員
会
等
の
支
援
を
受
け
て
、
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
市
の
健
康
課

題
を
明
ら
か
に
し
、
４
年
間
の
計
画
期
間

で
、
平
成
27
年
度
、
実
施
計
画
に
そ
っ
て

稼
働
を
始
め
ま
し
た
。

　

市
の
健
康
課
題
は
、
特
定
健
診
結
果
で
肥

満
や
脂
質
異
常
者
が
多
く
、
糖
尿
病
の
医

療
費
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
さ

ら
に
糖
尿
病
が
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
る
人

工
透
析
者
が
毎
年
30
人
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
糖
尿
病
に
視
点
を
あ
て
て
対
策

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
終
目
標
は

人
工
透
析
導
入
者
数
を
減
ら
す
こ
と

　

平
成
27
年
度
は
糖
尿
病
に
関
す
る
検
査

値
の
有
所
見
率
を
下
げ
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
最
終
目
標
は
、
平
成
29
年

に
「
人
工
透
析
導
入
者
の
数
を
平
成
25
年

度
よ
り
減
ら
す
」
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

目
標
達
成
に
向
け
て
糖
尿
病
の
正
し
い

知
識
を
伝
え
る
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
利
用
し
た
啓
発
活
動
は
も
と
よ
り
、
地

区
に
お
い
て
健
康
教
育
を
行
い
、
糖
尿
病

に
つ
い
て
広
く
市
民
の
方
に
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
併
せ
て
、
講
話
や
糖

尿
病
予
防
の
た
め
の
調
理
実
習
等
を
行
う

「
糖
尿
病
教
室
」
や
、
生
活
習
慣
病
予
防
・

改
善
や
体
力
づ
く
り
の
た
め
、『
簡
単
』『
楽

し
い
』『
長
続
き
』
の
「
運
動
教
室
」
等
の

集
団
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
訪
問
や
電
話
な
ど

の
個
別
ア
プ
ロ
ー
チ
も
実
施
し
ま
す
。

20
代
、
30
代
か
ら

健
診
受
診
の
意
識
付
け
を

　

特
定
健
診
は
受
診
率
の
低
い
40
代
に
個

別
通
知
等
各
種
の
周
知
を
試
み
ま
す
。
ま

た
、
40
歳
に
な
る
前
か
ら
生
活
習
慣
を
改
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
20
代
、

30
代
か
ら
特
定
健
診
同
様
の
健
診
を
行
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
今
年
度
は
保
健
指
導
の

内容日時
平成27年度糖尿病教室

≪講話≫
血管を守って糖尿病予防
※　前年度の健診結果をご持参ください
≪調理実習≫
実践!!
糖尿病予防のための食事
※　エプロンと三角巾をご持参ください
≪講話≫
糖尿病とは・・
医師による講話

5月13日（水）
10：00～11：30

7月8日（水）
10：00～13：00

10月26日（月）
14：00～16：00

糖尿病教室で、まずは正しい知識をみんなで学びます。
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充
実
を
図
る
た
め
、
30
代
に
つ
い
て
は
対

象
を
２
歳
階
層
に
増
や
す
こ
と
で
、
健
診

受
診
の
意
識
づ
け
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
に
お
い
て
は
、
対
象
者
の

保
健
指
導
利
用
率
を
高
め
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
保
健
指
導
対
象
外
で
も
検
査
値
の

高
い
方
へ
の
対
応
や
、
保
健
指
導
未
利
用

者
を
減
ら
す
こ
と
等
に
重
点
を
置
い
て
対

応
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

平
成
27
年
度
は
今
ま
で
は
対
応
し
き
れ

て
い
な
か
っ
た
保
健
指
導
中
断
者
や
未
利

用
者
に
対
し
て
も
健
康
課
題
を
明
確
に
し

た
こ
と
で
、
こ
の
様
な
ハ
イ
リ
ス
ク
者
に

対
し
て
も
訪
問
等
で
関
わ
り
を
持
ち
、
行

動
変
容
に
結
び
付
け
て
い
く
予
定
で
す
。

医
師
会
の
先
生
方
の
協
力
の
も
と

最
終
目
標
に
取
り
組
む

　

最
終
目
標
で
あ
る
「
人
工
透
析
導
入
者
を

平
成
25
年
度
よ
り
減
少
さ
せ
る
」
こ
と
は
、

医
師
会
の
先
生
方
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ

り
、
今
後
対
象
者
の
選
定
や
進
め
方
な
ど

を
協
議
し
て
い
く
予
定
で
す
。
そ
の
た
め
、

上
都
賀
総
合
病
院
松
村
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー

長
の
協
力
を
得
て
、
ス
タ
ッ
フ
が
デ
ー
タ

◎鹿沼市の概況
平成23年度
101,751
36,803
16,110
30,688
29.6

103,139
85.43

278,358
31.2
22.0

総人口（人）
総世帯数（世帯）

一人当たりの療養諸費費用額（円）
特定健診受診率（％）
特定保健指導実施率（％）

平成24年度
102,093
37,498
15,998
30,014
28.9

103,007
86.42

283,094
32.0
18.1

平成25年度
101,237
37,771
15,776
29,263
28.4

122,350
86.73

294,965
32.1
21.7

加入世帯数（世帯）
被保険者数（人）
被保険者加入率（％）
一人当たり調定額（円）
収納率（％）

国保被保険者

保険料（税）
収納状況（現年分）

運動教室では毎月のテーマ（ストレッチ・有酸素運動・筋力トレーニング）に沿った運動を中心に行ないます。

分
析
を
踏
ま
え
な
が
ら
研
修
を
行
い
、
糖

尿
病
に
対
す
る
最
新
の
情
報
や
新
た
な
知

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
糖
尿
病
合

併
症
の
割
合
も
県
や
国
に
比
較
し
て
高
い

た
め
、
糖
尿
病
腎
症
の
重
症
化
防
止
の
た

め
に
、
今
後
は
医
師
会
の
先
生
方
と
協
議

し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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盤
も
脆
弱
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

今
日
、
国
保
制
度
の
構
造
的
問
題
と
し
て

指
摘
さ
れ
る
の
は
、
①
年
齢
構
成
が
高
く
、

医
療
費
水
準
が
高
い
、
②
所
得
水
準
が
低

い
、
③
保
険
料
負
担
が
重
い
、
④
保
険
料

滞
納
者
が
多
い
、
⑤
赤
字
対
策
と
し
て
の

多
額
の
一
般
会
計
繰
入
れ
・
繰
上
げ
充
用
、

⑥
財
政
運
営
が
不
安
定
に
な
る
リ
ス
ク
の

高
い
小
規
模
保
険
者
の
増
加
、
⑦
医
療
費
・

保
険
料
の
市
町
村
間
格
差
の
大
き
さ
な
ど

で
あ
る
。
誰
が
み
て
も
一
筋
縄
で
は
い
か

な
い
。

　

今
回
の
検
討
に
あ
た
っ
て
、
市
長
会
は

「
都
道
府
県
を
保
険
者
と
す
る
広
域
化
」
を

求
め
、
町
村
会
も
「
都
道
府
県
単
位
に
広

域
化
し
、
制
度
運
営
の
責
任
は
都
道
府
県

が
担
う
べ
き
」
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て

知
事
会
は
、「
ま
ず
は
財
政
基
盤
の
確
立
な

ど
、
構
造
的
な
問
題
を
抜
本
的
に
帰
結
す

る
方
策
を
提
示
し
た
上
で
、
運
営
に
つ
い

て
は
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
適
切
に
権

限
と
責
任
を
分
担
し
、
さ
ら
に
は
市
町
村

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
制
度
と
な
る

よ
う
」
厳
し
い
条
件
を
付
け
た
。

　

構
造
的
問
題
に
直
面
す
る
市
町
村
が
保

険
者
を
返
上
し
た
く
な
る
の
は
当
然
だ
ろ

う
し
、
問
題
が
解
決
で
き
る
見
通
し
が
な
い

限
り
協
議
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
し
た
知

事
会
の
対
応
も
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
っ

た
。

改
革
を
推
進
し
た
条
件

　

こ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
の
な
か
で
国

保
制
度
改
革
法
が
成
立
し
た
。
国
と
地
方

の
協
議
の
場
と
な
っ
た
国
保
基
盤
強
化
協

議
会
で
の
関
係
者
の
真
摯
な
協
議
、
改
革

に
向
け
た
政
府
与
党
の
強
い
意
思
、
そ
し

て
与
党
が
絶
対
多
数
の
衆
参
両
院
の
構
成

の
賜
物
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
そ
の
他
に
い
く
つ
も
の
幸
運
な
条
件

に
恵
ま
れ
た
よ
う
に
思
う
。

〈
国
民
会
議
の
権
威
〉

　

第
一
点
は
、
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民

会
議
の
「
権
威
」
で
あ
る
。

　

国
民
会
議
は
一
体
改
革
の
過
程
で
三
党

合
意
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
。
当
然
に

委
員
も
三
党
の
協
議
で
選
出
さ
れ
た
。
委

員
の
間
で
多
少
の
意
見
の
対
立
は
あ
っ
た

が
、
清
家
会
長
の
強
い
意
向
も
あ
り
、
報
告

書
は
少
数
意
見
を
挟
ま
な
い
一
致
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
事
務
局
で
あ
っ
た

内
閣
官
房
と
関
係
す
る
総
務
省
、
財
務
省
、

厚
生
労
働
省
が
国
民
会
議
の
審
議
を
し
っ

か
り
支
え
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
国
民
会

議
報
告
書
は
「
霞
が
関
の
意
思
」
で
も
あ
っ

た
。

　

国
保
制
度
改
革
に
つ
い
て
報
告
書
は
次

国
保
の
構
造
的
問
題

　

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
の
最
終
コ
ー

ナ
ー
を
担
っ
た
待
望
の
国
保
制
度
改
革
法

が
成
立
し
た
。

　

改
革
論
議
は
古
く
か
ら
あ
り
、
昭
和
四
〇

年
代
の
標
準
保
険
料
構
想
、
昭
和
五
〇
年

代
後
半
か
ら
始
ま
る
都
道
府
県
単
位
の
広

域
化
論
、
そ
し
て
民
主
党
政
権
下
の
高
齢

者
医
療
制
度
改
革
を
経
て
都
道
府
県
単
位

の
国
保
制
度
へ
の
改
革
論
な
ど
、
い
ず
れ

も
立
ち
消
え
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯

を
知
る
私
に
は
、
今
回
も
実
現
が
危
ぶ
ま

れ
る
改
革
の
提
案
で
あ
っ
た
。

　

し
ば
し
ば
「
世
界
に
冠
た
る
」
と
形
容

さ
れ
る
わ
が
国
の
国
民
皆
保
険
体
制
で
あ

る
が
、
そ
の
形
容
は
社
会
保
険
方
式
に
よ

る
皆
保
険
体
制
の
実
現
の
困
難
さ
を
意
味

し
て
い
る
。
こ
の
困
難
な
事
業
の
ラ
ス
ト

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る

の
が
国
保
制
度
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
昭
和
三
六
年
の
皆
保
険
達
成

当
時
に
比
べ
て
事
業
運
営
は
は
る
か
に
難

し
く
な
っ
た
。
昭
和
四
〇
年
当
時
約
６
割

を
占
め
た
農
林
水
産
業
者
・
自
営
業
者
は

今
で
は
15
％
程
度
に
す
ぎ
ず
、
代
わ
っ
て

年
金
受
給
者
・
失
業
者
等
の
無
職
が
約
４

割
、
非
正
規
等
の
被
用
者
が
約
３
分
の
１

を
占
め
る
。
こ
れ
で
は
、
相
扶
共
済
の
基

国保制度改革法の成立に寄せて国保制度改革法の成立に寄せて

神奈川県立保健福祉大学名誉教授 山崎　泰彦神奈川県立保健福祉大学名誉教授 山崎　泰彦

特別寄稿①

第　回第1回
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の
よ
う
に
述
べ
る
。「
国
民
健
康
保
険
に
係

る
財
政
運
営
の
責
任
を
担
う
主
体
（
保
険

者
）
を
都
道
府
県
と
し
」、「
保
険
料
の
賦

課
徴
収
・
保
健
事
業
な
ど
引
き
続
き
市
町

村
が
担
う
こ
と
が
適
切
な
業
務
が
存
在
す

る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
適

切
に
役
割
分
担
を
行
い
、
保
険
料
収
納
や

医
療
費
適
正
化
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
損

な
う
こ
と
の
な
い
分
権
的
な
仕
組
み
を
目

指
す
べ
き
で
あ
る
。」

　

成
立
し
た
法
案
の
枠
組
み
は
、
結
果
的

に
ほ
ぼ
こ
の
報
告
書
の
通
り
と
な
っ
た
。

〈
医
療
提
供
体
制
の
改
革
と
セ
ッ
ト
〉

　

第
二
点
は
、
国
民
会
議
の
報
告
書
が
医

療
と
介
護
を
一
体
的
に
捉
え
た
提
供
体
制

の
改
革
を
も
っ
と
も
重
視
し
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
場
合
、
地
域
医
療
計
画
の
責
任

を
担
う
都
道
府
県
は
、
仮
に
国
保
制
度
の

運
営
に
は
距
離
を
置
い
た
と
し
て
も
、
医

療
提
供
体
制
の
改
革
と
は
正
面
か
ら
向
き

合
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

報
告
書
で
は
、
病
院
・
施
設
か
ら
地
域
・

在
宅
へ
と
い
う
観
点
か
ら
、
医
療
と
介
護
の

一
体
的
な
見
直
し
の
必
要
性
を
説
き
、
早

期
の
家
庭
復
帰
・
社
会
復
帰
を
実
現
す
る

と
と
も
に
、
受
け
皿
と
な
る
地
域
の
病
床

や
在
宅
医
療
・
介
護
の
充
実
を
図
り
、
川

上
か
ら
川
下
ま
で
の
提
供
者
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
が
必
要
不
可
欠
だ
と
し
た
。

　

そ
こ
で
、
都
道
府
県
に
国
保
の
財
政
運

営
の
責
任
を
担
わ
せ
、
地
域
医
療
計
画
の

策
定
に
係
る
都
道
府
県
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
よ
り
強
化
し
た
い
。
こ
れ
が
国
民
会

議
報
告
書
の
い
ち
ば
ん
の
狙
い
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
均
衡
の
と
れ
た
医
療
提
供
体
制
の

整
備
は
、
国
保
の
財
政
運
営
の
安
定
化
と

保
険
料
負
担
の
平
準
化
の
不
可
欠
の
条
件

で
も
あ
っ
た
。

〈
財
政
支
援
の
財
源
確
保
〉

　

第
三
点
は
、
財
源
確
保
で
あ
る
。
市
町

村
国
保
の
財
政
赤
字
と
し
て
の
一
般
会
計

か
ら
の
法
定
外
繰
入
れ
は
約
３
５
０
０
億

円
（
実
質
的
な
単
年
度
収
支
の
赤
字
は
約

３
０
０
０
億
円
）。
実
際
に
は
そ
の
多
く
が

財
政
力
の
あ
る
大
都
市
部
の
赤
字
で
あ
っ

て
、
必
ず
し
も
国
保
の
窮
状
を
的
確
に
示
す

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
と

ど
ま
ら
ず
知
事
会
か
ら
、「
協
会
け
ん
ぽ
並

み
の
保
険
料
負
担
率
ま
で
引
き
下
げ
る
に

は
約
１
兆
円
が
必
要
」
と
し
て
、
当
面
の
赤

字
解
消
を
超
え
る
財
政
支
援
が
提
案
さ
れ

る
に
至
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
３
５
０
０
億

円
が
後
に
引
け
な
い
財
政
支
援
の
「
相
場
」

を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
財
源
と
し
て
、
消
費
税
増
税
に
よ

る
１
７
０
０
億
円
を
充
て
る
こ
と
が
早
い

時
期
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
こ

れ
で
は
大
き
く
不
足
す
る
。
国
民
会
議
報

告
書
は
、
国
保
の
抜
本
的
な
財
政
基
盤
強

化
策
と
し
て
、「
高
齢
者
支
援
金
に
対
す
る

負
担
方
法
を
全
面
総
報
酬
割
に
す
る
こ
と

に
よ
る
生
ず
る
財
源
を
も
考
慮
に
入
れ
る

べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
た
。

　

高
齢
者
支
援
金
の
全
面
総
報
酬
割
へ
の

切
替
え
に
つ
い
て
、
被
用
者
保
険
関
係
五

団
体
は
、
費
用
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
受
け
入
れ

た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
国
費
２
４

０
０
億
円
は
、
被
用
者
保
険
の
負
担
軽
減

に
充
て
る
べ
き
で
、
国
保
の
財
政
支
援
に

充
て
る
の
は
筋
違
い
だ
と
し
て
強
く
反
対

し
て
い
た
。

　

結
局
、
２
４
０
０
億
円
の
う
ち
の
約
７

割
の
１
７
０
０
億
円
を
国
保
の
財
政
支
援

に
、
残
る
７
０
０
億
円
を
被
用
者
保
険
の

負
担
軽
減
に
充
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

最
終
的
に
決
着
し
た
国
保
の
財
政
支
援

の
総
額
は
３
４
０
０
億
円
で
、
か
ろ
う
じ
て

「
相
場
」
を
満
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た

そ
の
内
訳
が
、
消
費
税
財
源
と
総
報
酬
割

に
よ
り
生
ず
る
国
費
（
報
酬
水
準
の
高
い

被
用
者
保
険
の
保
険
料
負
担
増
の
振
り
替

わ
り
）
が
半
々
ず
つ
、
と
い
う
の
も
落
ち

着
き
の
よ
い
着
地
点
で
あ
っ
た
。

山
やま

崎
さき

　泰
やす

彦
ひこ

昭和20年11月広島県生まれ、昭和43年横浜市立大学卒。特殊法人社会保障研究所（現
国立社会保障・人口問題研究所）研究員、上智大学講師・助教授・教授、神奈川県
立保健福祉大学教授を経て、平成23年4月から神奈川県立保健福祉大学名誉教授。
専門は社会保障の制度・政策論。
社会保障制度改革国民会議委員、社会保障審議会介護保険部会長などを歴任し、現在、
社会保障制度改革推進会議委員、社会保障審議会会長代理（年金数理部会長、企業
年金部会長、年金記録訂正分科会長）、医療介護総合確保促進会議構成員、財政制度
等審議会委員、横浜市国民健康保険運営協議会委員などを務める。

プロフィール



12

１　
健
康
寿
命

　

92
歳
と
い
う
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
女
優

の
森
光
子
さ
ん
は
、
89
歳
ま
で
舞
台
で
放

浪
記
を
演
じ
続
け
て
い
ま
し
た
。
上
演

２
０
０
０
回
を
超
え
頭
と
体
に
染
み
つ
い

た
役
と
は
い
え
、
２
時
間
に
及
ぶ
舞
台
を

務
め
る
事
の
出
来
た
体
力
と
知
力
は
驚
き

以
外
の
何
物
で
も
な
く
、
人
生
最
晩
年
の

理
想
の
姿
と
思
い
ま
す
。
森
さ
ん
は
、
足

腰
が
衰
え
な
い
よ
う
に
日
に
３
０
０
回
の

し
ゃ
が
み
込
み
運
動
（
ス
ク
ワ
ッ
ト
）
を

欠
か
さ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
、
親
か
ら

貰
っ
た
頑
強
な
心
身
と
と
も
に
、
そ
れ
に

磨
き
を
か
け
る
努
力
を
継
続
で
き
た
こ
と

が
、
素
晴
ら
し
い
最
晩
年
を
造
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

胃
や
腸
を
消
化
器
、
血
管
や
心
臓
を
循
環

器
と
呼
ぶ
よ
う
に
、
手
足
や
背
骨
の
動
き
に

関
わ
る
骨
・
関
節
・
靱
帯
・
筋
・
神
経
な

ど
を
ま
と
め
て
運
動
器
（
図
１
）
と
呼
び

ま
す
。
こ
の
運
動
器
の
健
康
が
損
な
わ
れ

る
と
、
転
ん
で
骨
折
な
ど
の
怪
我
を
し
易

く
な
り
、
し
ま
い
に
は
歩
け
な
く
な
り
寝

た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
運
動
器

の
健
康
を
損
な
う
原
因
と
し
て
は
、
若
い

人
で
は
事
故
や
ス
ポ
ー
ツ
障
害
な
ど
の
割

合
が
高
い
で
す
が
、
高
齢
者
で
は
老
化
を

背
景
と
し
た
病
気
や
怪
我
が
増
え
て
き
ま

す
。
既
に
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
て
い
る

我
が
国
で
は
高
齢
者
が
自
立
し
て
暮
ら
せ

る
健
康
寿
命
の
大
切
さ
が
強
く
認
識
さ
れ
、

こ
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
脳
や
内
臓

な
ど
の
機
能
維
持
と
並
ん
で
、
運
動
器
の
健

全
さ
が
必
須
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
平

成
25
年
時
点
で
の
我
が
国
の
平
均
寿
命
は

83
・
４
歳
、
健
康
寿
命
は
72
・
７
歳
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
ほ
ぼ
世
界
一
で
喜
ば
し
い
で
す

が
、
そ
の
差
は
実
に
10
・
７
年
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
こ
の
最
晩
年
の
11
年
近
く
は

何
ら
か
の
介
助
・
介
護
が
必
要
と
な
る
可

能
性
が
高
い
の
が
現
実
な
の
で
す
。

　

平
成
12
年
に
介
護
保
険
制
度
が
開
始
さ

れ
て
か
ら
15
年
経
ち
ま
す
が
、
要
介
護
と

認
定
さ
れ
る
原
因
と
し
て
運
動
器
障
害
は
、

脳
血
管
障
害
、
老
衰
（
認
知
症
含
む
）
と

並
ん
で
３
大
疾
患
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
図

２
）。
足
腰
な
ど
の
運
動
器
の
衰
え
に
よ
り

要
介
護
認
定
と
な
る
方
が
こ
ん
な
に
多
い

こ
と
、
意
外
に
思
わ
れ
る
方
が
ほ
と
ん
ど

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特別寄稿②

とちぎリハビリテーションセンター所長・病院長

第　回第1回

星野　雄一

ご存じですか?ご存じですか?
ロコモロコモロコモ

図１　運動器とは？
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図２　要介護原因
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寿
命
の
伸
び
は
も
う
こ
の
位
で
十
分
、

で
も
健
康
寿
命
は
出
来
る
だ
け
長
く
、
亡

く
な
る
直
前
ま
で
は
、
元
気
で
周
り
の
人

の
お
世
話
に
な
ら
ず
暮
ら
し
て
い
き
た
い
、

と
い
う
の
が
多
く
の
人
の
願
い
と
思
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
天
寿
を
全
う
す
る
直
前
ま

で
は
元
気
で
い
ら
れ
る
こ
と
が
最
高
の
幸

せ
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
脳
や
内
臓
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
同
様
に
、
足
腰
な
ど
の

運
動
器
の
状
況
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、

衰
え
が
始
ま
っ
て
い
る
場
合
は
直
ち
に
筋

力
な
ど
を
鍛
え
る
運
動
を
生
活
習
慣
と
し

て
取
り
入
れ
る
こ
と
が
、
健
康
寿
命
を
伸

ば
す
に
為
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
な
の
で
す
。

２　
ロ
コ
モ
（
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　

   

：
運
動
器
症
候
群
）

　

平
成
19
年
秋
に
日
本
整
形
外
科
学
会
は
、

「
運
動
器
の
障
害
の
た
め
に
移
動
機
能
の
低

下
を
き
た
し
た
状
態
」
を
「
ロ
コ
モ
」
と

呼
ぶ
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、

英
語
の
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
」
と
は
運
動
に

関
連
す
る
言
葉
で
す
が
、
機
関
車
と
い
う

意
味
も
あ
り
、
皆
様
ご
存
じ
の
蒸
気
機
関

車
Ｓ
Ｌ
は
ス
チ
ー
ム
・
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
の

頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。
力
強
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
良
い
だ
ろ
う
、
と
い
う

考
え
か
ら
「
ロ
コ
モ
」
と
い
う
言
葉
を
採

用
し
た
の
で
す
。

　

国
の
健
康
政
策
と
し
て
10
年
単
位
で
実

施
さ
れ
て
き
た
国
民
健
康
づ
く
り
運
動
の

第
４
弾
と
し
て
、
平
成
25
年
か
ら
「
健
康

日
本
21
（
第
２
次
）」
が
始
ま
り
、
ロ
コ
モ

が
新
た
な
予
防
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
全

国
規
模
の
国
民
啓
発
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ロ
コ
モ
予
防
は
国

を
挙
げ
て
の
健
康
づ
く
り
運
動
の
重
要
な

柱
で
あ
り
、
真
っ
先
に
超
高
齢
社
会
に
突

入
し
た
我
が
国
が
世
界
の
先
頭
を
切
っ
て

対
策
を
開
始
し
て
い
る
活
動
な
の
で
す
。

表　7つのロコチェック（日本整形外科学会）

　以下の7項目の内、１つでも当てはまったら
「ロコモかな?」と思って下さい。

□　片脚立ちで靴下が履けない
□　家の中でつまずいたりすべったりする
□　階段を上がるのに手すりが必要
□　家のやや重い家事が困難
□　2kg の買い物をして持ち帰るのが困難
□　15 分くらい続けて歩くことができない
□　横断歩道を青信号で渡りきれない

星
ほし

野
の

　雄
ゆう

一
いち

昭和25年　栃木県宇都宮市生まれ　宇都宮高校卒業
昭和51年　東京大学医学部卒業　　同整形外科入局
昭和61年　東京大学整形外科医局長
平成８年　自治医大整形外科教授
平成25年　とちぎリハビリテーションセンター所長・病院長

専門医　　
　日本整形外科学会：専門医、運動器リハ認定医、脊椎脊髄病認定医
　日本脊椎脊髄病学会：指導医
主催学会
　第32回関東整形災害外科学会　　第27回日本運動療法研究会
　第７回超音波骨折治療研究会　　第19回日本運動器リハ学会
　第18回日本腰痛学会
学会役員
　日整会　　運動器リハ委員会アドバイザー
　日本運動器科学会副理事長、日本運動療法学会常任理事　
　日本超音波骨折治療研究会世話人　日本B-SES研究会世話人

主な活動
　日本運動器科学会セラピスト制度立ち上げ
　運動器不安定症の創設（越智隆弘日整会理事長）
　ロコモティブシンドローム啓発活動（中村耕三日整会理事長）
　ロコモ25の開発責任者
著書
　エッセンシャル整形外科	 編集（医歯薬出版）
　Cervical Laminoplasty	 編集（スプリンガー）
　しびれが気になる時に読む本	 監修（NHKブック）
趣味
　ゴルフ、歴史散策、仏像巡拝、音楽鑑賞

プロフィール

　

ま
ず
は
７
つ
の
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
（
表
）
に

当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
、
自
己
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
み
て
下
さ
い
。
1
つ
で
も
当
て
は
ま
っ

た
ら
「
ロ
コ
モ
か
な
？
」
と
思
っ
て
頂
き
、

足
腰
の
体
操
等
の
運
動
習
慣
を
取
り
入
れ

る
事
が
、
ロ
コ
モ
の
進
行
防
止
に
有
効
で

す
。
ロ
コ
モ
か
ど
う
か
を
も
う
少
し
詳
し

く
診
断
す
る
３
種
類
の
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
、

ロ
コ
モ
予
防
に
有
効
な
足
腰
の
体
操
な
ど

は
、
今
後
の
本
誌
で
継
続
的
に
紹
介
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
ご
期
待
下
さ
い
。
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目指せ！特定健診受診率アップ
≪高血圧予防に焦点を当てて≫
目指せ！特定健診受診率アップ
≪高血圧予防に焦点を当てて≫

「
健
診
を
受
け
て

明
る
い
益
子
町
」
を
目
指
し
て

　

益
子
町
は
、
関
東
平
野
の
北
に
位
置
し

栃
木
県
南
東
部
に
あ
り
ま
す
。
小
貝
川
が

町
の
西
側
を
北
か
ら
南
へ
と
流
れ
、
そ
の

河
岸
の
平
野
部
が
町
の
大
部
分
を
占
め
て

い
ま
す
。
町
の
南
部
は
茨
城
県
と
県
境
を

接
し
丘
陸
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
内
臓
脂
肪
型
肥
満

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
に
着
目

し
、
そ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
生
活
習
慣

を
改
善
す
る
た
め
に
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
が
開
始
さ
れ
、
平
成
25
年
度
か
ら

第
２
期
益
子
町
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
健
診
を
受
け

て
明
る
い
益
子
町
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
受
診
率

向
上
を
目
指
し
、
事
業
内
容
を
検
討
し
な

が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

保健師活動報告

益子町住民課国保年金係　保健師　小出実加

高
血
圧
予
防
に
特
化
し
た

受
診
勧
奨
を
実
施

　

益
子
町
の
医
療
費
の
推
移
（
１
人
当
た

り
）
を
見
る
と
、
平
成
21
年
度
か
ら
県
内

で
も
１
番
低
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
１
人
当
た
り
の
医
療
費

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
高

血
圧
性
疾
患
が
多
受
診
疾
病
の
中
で
も
最

も
多
く
、
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
益
子
町
の
現
状
か
ら
、
特
定
健
診

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
促
し
、
医
療
費
上
昇
を
抑
制

し
よ
う
と
、
平
成
26
年
度
は
高
血
圧
予
防

に
特
化
し
た
受
診
勧
奨
を
行
い
ま
し
た
。

手
書
き
の
イ
ラ
ス
ト
で
ひ
と
工
夫

特
定
健
診
受
診
啓
発
広
報
の
実
施

【
事
業
内
容
】

○
集
団
健
診
（
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
（
同

日
実
施
））

・
回
数
▽
25
回
（
平
成
26
年
度
）

・
健
診
申
し
込
み
方
法
▽
①
平
成
25
年
度

に
受
診
ま
た
は
予
約
さ
れ
た
方
＝
４
月

上
旬
に
健
診
の
お
知
ら
せ
を
「
は
が

き
」
で
通
知
②
平
成
25
年
度
に
受
診
さ

れ
て
い
な
い
方
＝
４
月
以
降
に
「
益
子

町
健
康
づ
く
り
年
間
予
定
表
」
折
り
込

み
の
申
込
書
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
み

・
健
診
希
望
日
の
２
週
間
前
に
問
診
票
等

を
送
付

・
特
定
保
健
指
導
▽
特
定
健
診
受
診
者
は

結
果
説
明
会
に
て
個
別
に
結
果
の
説
明

及
び
指
導
を
実
施

○
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
ま
し
子
ち
ゃ
ん
の
国

保
豆
知
識
〜
高
血
圧
っ
て
な
に
？
〜
」
の

全
戸
配
布

　

平
成
26
年
度
は
、
特
定
健
診
の
受
診
勧

奨
と
高
血
圧
予
防
に
対
す
る
普
及
啓
発
を

目
的
に
、
６
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、「
ま

し
子
ち
ゃ
ん
の
国
保
豆
知
識
〜
高
血
圧
っ

て
な
に
？
〜
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
ま
し
た
。

総人口 24,145人
国保被保険者数 7,937人
国保加入率 32.9％

被保険者の加入状況

（平成27年5月1日現在）

【益子町の多受診疾病上位5位】

資料：栃木県国民健康保険団体連合会「目で見る栃木県の医療費状況」、
　　　「国民健康保険疾病分類統計表」　平成 26 年度 

平成23年度
順位

疾病

平成24年度 平成25年度

1位

2位

3位

4位

5位

高血圧性疾患

歯肉炎及び歯周疾患

糖尿病

その他の内分泌、
栄養及び代謝疾患

屈折及び調節の障害

高血圧性疾患

歯肉炎及び歯周疾患

糖尿病

その他の内分泌、
栄養及び代謝疾患

屈折及び調節の障害

高血圧性疾患

歯肉炎及び歯周疾患

その他の内分泌、
栄養及び代謝疾患

糖尿病

屈折及び調節の障害
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手書きの絵を積極的に取り入れることで、目を引くよう
工夫しました。

　

自
治
会
加
入
者
全
世
帯
へ
配
布
し
、
内

容
も
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
に
し
ま
し
た
。

「
ま
し
子
の
父
が
健
診
を
受
け
て
血
圧
が
高

い
こ
と
が
分
か
り
、
高
血
圧
の
リ
ス
ク
を

知
っ
た
う
え
で
予
防
行
動
を
起
こ
す
」
と

い
う
町
民
目
線
で
の
構
成
を
意
識
し
ま
し

た
。
ま
た
、
特
定
健
診
受
診
率
向
上
の
た

め
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
裏
面
に
健
診
申

込
書
を
つ
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
手
書
き

の
絵
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

様
々
な
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
中
で
も
目
を
引

く
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
１
世
帯
に
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
１
枚
配
布
し
た
こ
と
で
、
継

続
的
に
多
く
の
方
に
目
を
通
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
、
高
血
圧
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

定
期
的
な
広
報
で

健
康
に
対
す
る
意
識
づ
け
が
可
能
に

　

平
成
25
年
度
か
ら
益
子
町
で
は
、
特
定

健
診
の
受
診
率
や
特
定
保
健
指
導
の
実
施

率
を
上
げ
る
た
め
、
国
保
年
金
係
に
所
属

す
る
保
健
師
を
１
名
配
置
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
周
知
活
動
も
幅
広
く
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
周
知

活
動
の
他
に
、
未
受
診
者
が
多
い
地
域
を

抽
出
し
て
訪
問
し
た
り
、
健
診
の
予
約
を

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
受
診
の

方
へ
翌
日
に
は
電
話
で
勧
奨
す
る
な
ど
、
き

め
細
か
い
受
診
勧
奨
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
の
介
護
予
防
教
室
や
老
人
ク
ラ

健康教育にて健診の受診勧奨を実施

リーフレット「まし子ちゃんの国保豆知識
〜高血圧ってなに？〜」内容

第１章　高血圧ってなに？？
第２章　父、健診に行く。
第３章　まし子父は高血圧？
　　　　結果説明会に行ってみた。
第４章　大切なのは減量！
　　　　運動と食生活編
第５章　お酒、たばこ、高血圧!!
　　　　〜まし子父試練のとき〜
第６章　高血圧を知って1年後…。
　　　　過去を振り返り、今を考える。
総集編　第1章〜第6章までをまとめた

ものを、益子町健康まつりで
配布

ブ
に
積
極
的
に
出
向
き
、
健
康
教
育
や
受

診
勧
奨
を
行
い
ま
し
た
。

　

益
子
町
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、
県

内
で
も
低
い
数
値
を
示
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
が
、
年
々
少
し
ず
つ
受
診
率
は
伸

び
て
き
て
い
ま
す
。
健
診
の
実
施
期
間
中

に
、
定
期
的
な
広
報
を
す
る
こ
と
で
、
よ

り
健
康
に
対
す
る
意
識
づ
け
が
で
き
た
と

考
え
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
糖
尿
病
に
特
化
し
た
広

報
を
作
成
す
る
予
定
で
す
が
、
今
後
も
町

の
健
康
課
題
に
応
じ
た
情
報
を
発
信
し
、
生

活
習
慣
病
予
防
の
普
及
啓
発
を
行
い
、
受

診
率
向
上
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
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保険者だより

― 真岡市 ―

まちなか保健室
ほっとステーション　駅前館

まちなか保健室
ほっとステーション　駅前館

コットベリー

ま
ち
な
か
保
健
室
を
開
室

　

真
岡
駅
東
口
か
ら
徒
歩
１
分
、「
ま
ち
な

か
保
健
室
「
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
駅
前

館
」
が
平
成
26
年
10
月
に
開
室
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
が
、
設
置
さ
れ
た
健
康
測
定

器
具
を
使
っ
て
、
自
分
で
簡
単
な
健
康
チ

ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
週
３

日
の
健
康
相
談
日
に
は
、
健
康
づ
く
り
や

体
調
管
理
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
健
康

相
談
員
に
気
軽
に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
脳
卒
中
や
糖
尿
病
、
足

つ
ぼ
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
、
テ
ー
マ
を
決
め

て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
講
座
や
相
談
を
実
施

し
、
市
民
に
役
立
つ
情
報
を
分
か
り
や
す

く
お
伝
え
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

お茶とコーヒーが無料でいただけます。（セルフ）

健康チェックシートで健康管理 体組成計

血管年齢を測定 体脂肪計

《まちなか保健室》
　【所在地】真岡市台町2476番地16　真岡駅東口前
　【開室日】原則毎日
　　 （12月29日〜１月３日の年末年始を除く）
　　　午前９時〜午後５時
　【健康相談日】日・水・金曜日の午前10時〜午後３時
　【利用料・相談料】無料
　【健康講座】毎月１回開催。
　　　開催時期や内容は、真岡市のホームページ等に掲載

ほ
っ
と
安
ら
げ
る
地
域
の
憩
い
の
場

　

ま
ち
な
か
保
健
室
は
、
地
元
の
皆
さ
ん

が
管
理
運
営
に
携
わ
り
、
毎
日
開
室
し
て

い
ま
す
。

　

散
歩
の
途
中
な
ど
に
立
ち
寄
っ
て
、
お

茶
な
ど
を
飲
み
な
が
ら
、
世
間
話
を
楽
し

む
な
ど
、
訪
れ
た
人
同
士
が
交
流
で
き
る

地
域
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

健
康
講
座
を
毎
月
開
催

　

ま
ち
な
か
保
健
室
で
は
、
健
康
相
談
員

や
食
生
活
改
善
推
進
員
、
市
の
保
健
師
が

実
施
す
る
健
康
講
座
を
月
に
一
回
の
頻
度

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
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私
は
佐
野
市
医
療
保
険
課
長
の
落
合
と

申
し
ま
す
。
医
療
保
険
課
は
２
年
目
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
経
験
が
な
く
、
財
政
運
営

や
会
計
の
複
雑
さ
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
趣
味
は
釣
り
で
し
た
が
、
な
か
な

か
時
間
の
確
保
が
で
き
ず
、
現
在
は
中
断

し
て
い
る
状
況
で
す
。
現
在
は
、
釣
り
に

代
わ
っ
て
畑
で
の
野
菜
作
り
に
精
を
出
し

て
い
ま
す
。
畑
は
自
宅
に
隣
接
し
て
い
る

た
め
、
時
間
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
取
り
掛
か

れ
ま
す
。

　

80
坪
ほ
ど
の
畑
を
ス
コ
ッ
プ
で
耕
し
て

い
ま
す
。
単
調
な
力
仕
事
で
、
時
に
、
な

ぜ
こ
ん
な
苦
労
を
し
て
い
る
の
か
と
自
問

自
答
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
妻
は
管
理

機
を
買
え
ば
と
言
い
ま
す
が
、
運
動
不
足

の
解
消
と
い
う
目
的
も
あ
り
、
敢
え
て
そ

の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

耕
し
た
土
に
種
を
蒔
い
た
り
、
苗
を
植
え

た
り
し
て
野
菜
作
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

施
肥
、
土
寄
せ
、
除
草
な
ど
多
く
の
作
業

が
あ
り
ま
す
が
、
収
穫
を
夢
見
て
、
少
し

の
時
間
も
使
っ
て
い
ま
す
。

　

野
菜
の
出
来
に
つ
い
て
は
、
無
農
薬
、
有

機
栽
培
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
た
め
気
に
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
虫
食
い
だ
ら
け
で
、
形

も
悪
い
も
の
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
た
ま

に
出
来
の
良
い
も
の
が
収
穫
で
き
た
と
き

は
妻
に
自
慢
し
ま
す
。
た
だ
、
こ
こ
数
年

ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る
被
害
が
多
く
発
生
し

ま
す
。
敵
も
さ
る
も
の
、
収
穫
間
際
の
野

菜
が
狙
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
無
残
に
食

い
ち
ぎ
ら
れ
た
野
菜
を
前
に
怒
り
が
こ
み

上
げ
て
き
ま
す
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
い
う

よ
り
ス
ト
レ
ス
で
す
。

　

健
康
法
に
つ
い
て
は
、
特
に
意
識
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
努

め
て
体
を
動
か
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

農
作
業
以
外
に
、
な
る
べ
く
家
事
も
や
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ほ
ぼ
毎
日
、

酒
を
飲
む
体
に
は
こ
れ
だ
け
で
は
運
動
不

足
の
よ
う
で
、
メ
タ
ボ
体
型
が
継
続
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
農
作
業
を
し
て
い
て
も

足
腰
へ
の
負
担
を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
今
は
中
断

し
て
い
る
釣
り
に
も
支
障
が
出
て
き
ま
す
。

健
康
の
た
め
に
、
食
事
や
酒
の
量
を
減
ら

し
体
重
を
10
㌔
減
ら
す
こ
と
、
毎
日
30
分

継
続
し
て
歩
く
こ
と
を
心
掛
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

佐野市医療保険課

課 長 落 合　　 眞

畑
の
農
作
業
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

私の趣味と

健康法

農作業の様子
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①私の街自慢（街の自慢をご記入ください）　　②趣味・特技　　③健康法・ストレス解消法
④国保事務を担当しての感想・意見など　　⑤最近気になること

国保経験年数　０年３ヶ月
①　那珂川町は自然豊かで農林業を基
幹産業とする中山間地域です。県の東
部に位置し茨城県大子町と接する県
境の町です。東京からは直線で約
120km の距離にあります。地域資源
を活かした６次産業化等の産業の創
造や、地域通貨券と木質資源を活用し
た木の駅プロジェクトに取り組むほ
か、環境のまちづくりとして、ごみの
減量化やバイオマス活用推進、再生可
能エネルギー活用に力を入れていま
す。
　　那珂川町には鉄道や高速道路はあ
りませんが、やる気だけはどの自治体
にも負けません！
②　キャンプ、釣り、ツーリング、旅行、
スポーツ
③　軽い運動で健康的にストレス解消！
④　国民健康保険の業務は初めてで、先
輩方にフォローいただきなんとか
日々の業務にあたっています。早く一
人前に業務をこなせるよう一生懸命
頑張ります。
⑤　栃木県内の人口減少問題

福 田　貴 行
ふく だ

那珂川町
住民生活課 保険年金係

主　　事

初の国保業務を
一生懸命頑張ります！

たか ゆき

国保経験年数　０年 3ヶ月
①　小山市は「水と緑と大地」の豊かな
自然環境に恵まれ、魅力的な歴史を育
んできました。ラムサール条約に登録
されている渡良瀬遊水地やユネスコ
無形文化遺産に登録されている本場
結城紬などがあります。また夏には、
関東最大級の花火大会のひとつであ
る「おやまサマーフェスティバル」が
開催されます。
②　サッカー・フットサル
③　ジムに行くこと・しっかりと睡眠
をとること
④　国保の仕事に携わってまだ 3ヶ月
程しか経っておらず、まだまだ分から
ないことだらけで毎日が勉強です。窓
口に来られる市民の方も様々で、その
方の立場になって考え対応しなけれ
ばならないと思っています。これから
幅広い知識を身に付け、１日も早くま
わりの先輩方のように仕事ができる
ようになり、市民の皆さまの力になれ
るよう頑張りたいです。
⑤　小山駅の近くに猫カフェがあるこ
とを知ったので、一度是非行ってみた
いなと思っています。

上 野　善 史
うえ の

小山市
国保年金課 国民健康保険係

主　　事

猫カフェに行こう！

よし ふみ
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あ
な
た
の
歯
は
、
大
丈
夫
で
す
か
？

　

日
本
人
の
80
％
が
歯
周
病
に
か
か
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
、
40
歳
以
降
に
歯
を
失
う
原

因
の
90
％
が
歯
周
病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

歯
周
病
や
虫
歯
は
、
食
生
活
、
歯
磨
き
、

疲
労
、
喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
と
密
接
に
か

か
わ
っ
て
い
ま
す
。
歯
周
病
が
弱
く
な
っ
た

歯
肉
か
ら
血
管
に
入
り
込
み
、
血
栓
を
作

り
や
す
い
状
態
に
な
る
と
狭
心
症
、
心
筋

梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

糖
尿
病
の
人
は
、
炎
症
が
治
ま
り
に
く
い

の
で
最
近
が
さ
ら
に
増
殖
し
、
唾
液
も
少

な
く
な
り
、
糖
尿
病
の
悪
化
へ
と
悪
循
環

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
方
で
は
、

肺
炎
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
「
食
べ
た
ら
磨
く
」
歯
周
病
予
防
の
基
本

で
す
。
歯
ブ
ラ
シ
に
よ
る
歯
磨
き
で
除
去

で
き
る
歯
垢
は
50
〜
70
％
、
デ
ン
タ
ル
フ

ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
を
併
用
す
る
と
90
％

以
上
歯
垢
を
除
去
で
き
ま
す
。

　

歯
を
守
る
生
活
習
慣
、
歯
周
病
予
防
の

口
腔
ケ
ア
、
十
分
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
ば

か
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
な
か

な
か
実
行
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
と
つ
い
つ
い
怠
り
が

ち
な
「
歯
の
健
康
管
理
」。
何
歳
に
な
っ
て

も
、
自
分
の
歯
で
美
味
し
く
食
事
し
て
、
元

気
に
楽
し
く
会
話
で
き
る
よ
う
に
、
さ
あ
、

今
日
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

歯周病の自己チェック

チェックリスト①
・口の中がネバネバする
・口臭をよく指摘される
・歯磨きの時出血する
・水を飲むと歯がしみる

一つでも該当すれば
歯周病が疑われます。
早めに歯科受診を！

チェックリスト②
・歯茎が赤く腫れあがる
・歯と歯の間が広くなった
・歯がグラグラする
・以前より歯が長く見える

一つでも該当すれば
歯周病の可能性が大、
すぐに歯科受診を！！

歯を守る生活習慣

１．食べたらみがく。毎食後丁寧に磨く。
２．定期的に歯科検診を受ける。
３．過労を避け、ストレスをためないようにする。
４．食物をよく噛んで、歯茎に刺激を与えてひきしめる。
５．栄養バランスの良い食事、歯の栄養素タンパク
質・カルシウム・リン・ビタミンA・C・Dなど
や、唾液の分泌を促す繊維の多い食品、すっぱい
食品をとる。

６．たばこの有毒ガスは歯周病を悪化させます。
　　禁煙を！

歯周病予防の口腔ケア
（歯磨きのポイント）

１．歯ブラシの毛先を使い、力を入れないで
ブラッシングしましょう。

２．磨き残しのないように一本一本丁寧に。
３．デンタルフロスや歯間ブラシを使って、
食べカス、歯垢を完全に除去しましょう。

４．電動ブラシは3分以内に、しましょう。
　　（磨きすぎは歯の表面を削るため）

歯の健康管理歯の健康管理
健 康 だ よ り

《歯周病を予防しましょう》《歯周病を予防しましょう》
栃木県国民健康保険団体連合会　衛生管理者　登坂　美子
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歩　　数：9,752歩 実際歩いた距離：6.7km
所要時間：2時間32分（休憩等含む） 消 費 カ ロ リ ー：344kcal（約かけそば1杯分）

参考データ

歩こう、歩こう
！

歩こう、歩こう
！

あの道この道あの道この道

　晴天に恵まれた5月下旬、標高約1,300mの爽や
かな空気を感じながら、前日光県立自然公園に位
置する横根高原を歩きました。前日光ハイランド
ロッジをスタートし、象の鼻展望台を経由して、
井戸湿原、横根山へと向かいます。コース上からは
日光連山・日光白根山・赤城山・皇海山等の眺望
が楽しめ、別名「小尾瀬」とも呼ばれる井戸湿原
は、400種以上の植物が生育しているとのこと。

今回は、コース随所にツツジが咲いており、ツツ
ジのトンネルを通ることができました。整備され
たコースと、休憩スペースも充実している横根高
原は、8月には湿原性植物の可憐な花、10月には紅
葉など四季折々の豊かな自然を観察することがで
きます。様々なコースがあり、ご自身の体力に合
わせて楽しめるハイキングスポットです。

「前日光横根高原」を歩こう

※上記は、マップ上に青色で記したコースデータになります。

方塞山

湿原荘跡
五段の滝

井戸湿原

見晴台

前日光ハイランドロッジ

象の鼻展望台

前日光牧場

仏岩

三枚石

スタート
ゴール

横根山湿原荘跡五段の滝井戸湿原

仏岩象の鼻展望台前日光ハイランドロッジ
スタート・ゴール

横根山

日帰り入浴も楽しめます

日光連山のほか富士山等も楽
しめます 湿原には約40分の周回コース

もあります

新緑に囲まれた五段の滝

湿原を眺めながら休憩できます

栃木百名山横根山山頂

ツツジが見頃でした

日光山の開祖勝道上人や修
験者たちが山岳修行のため
この地を歩き、名付けました

検索横根高原・前日光ハイランドロッジ詳しくは…横根高原・前日光ハイランドロッジを検索してください。
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編 

集 

後 

記

　

表
紙
の
「
鹿
沼
さ
つ
き
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

は
と
て
も
人
気
が
あ
る
大
会
で
す
。
数
回

出
場
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
沿
道
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
温
か
い
声
援
が
大
変
多
く
、

楽
し
く
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
近

は
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
る
方
も
多
く
、
よ

く
街
中
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
中
の
方
を
目
に
し

ま
す
。
私
が
始
め
た
理
由
は
、「
楽
し
く
目

一
杯
遊
ぶ
」
た
め
の
体
力
づ
く
り
で
し
た

が
、
こ
の
頃
は
大
好
き
な
ス
イ
ー
ツ
を
食

べ
る
た
め
に
な
り
ま
し
た
。（
Ｈ
）
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国保連合会からのお知らせ

特定健診受診啓発用横断幕を作製しました。

特定健診受診啓発のための、ラジオ放送による広報を実施します。
放送局及び放送期間、並びに放送時間帯は、次のとおりです。

　特定健診受診率向上支援事業として、特定
健診受診啓発用横断幕（懸垂幕）を県内の作
製希望保険者へ配布するとともに、ＪＲ宇都
宮駅西口ペデストリアンデッキに掲出してお
ります。（掲出期間：平成27年9月30日まで）

放 送 局：エフエム栃木（RADIO BERRY) 
放送期間：平成27年8月1日（土）～31日（月）まで

月
放送日 時刻

火
放送日 時刻

水
放送日 時刻

木
放送日 時刻

金
放送日 時刻

土
放送日 時刻

日
放送日 時刻

8/3

8/10

8/17

8/24

8/31

8：07
17：13
8：47

17：42
7：19

18：46
8：07

17：13
8：47

17：42

8/4

8/11

8/18

8/25

7：08
18：46
8：07

17：13
8：47

17：42
7：58

18：46

8/5

8/12

8/19

8/26

8：47
17：52
7：19

18：46
8：07

16：58
8：47

17：42

8/6

8/13

8/20

8/27

8：07
17：13
8：47

17：52
7：19

18：46
8：07

17：13

8/7

8/14

8/21

8/28

7：08
18：49
8：18

16：58
8：47

17：58
7：08

18：49

8/1

8/8

8/15

8/22

8/29

9：53
13：58
11：51
17：53
9：53

13：53
11：51
17：53
9：53

13：53

8/2

8/9

8/16

8/23

8/30

11：53
17：53
9：53

13：53
11：53
17：53
9：53

13：53
11：53
17：53
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詳しくは市町国民健康保険担当窓口へ　栃木県市町国民健康保険

■所得区分と負担割合

現役並み所得者
一 般
低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

3割負担
1割負担
1割負担
1割負担

同一世帯に一定以上の所得がある70歳以上75歳未満の
国保被保険者がいる方。

現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰに該当しない方。

同一世帯の世帯主（擬制世帯主含む）と全ての国保被保険
者が住民税非課税である方。
同一世帯の世帯主（擬制世帯主含む）と全ての国保被保険
者が住民税非課税で、世帯の所得が一定基準以下の方。

お持ちですか?
高齢受給者証は、

の皆さま

窓口での負担割合は生年月日や所得によって異なります。

70 歳歳～
昭和20年生まれ

74
昭和16年生まれ

限りで、古い国民健康保険高齢受
給者証は使えません。市町国民健
康保険担当窓口へお返しください。旧 平成27年

7/31
から国民健康保険
高齢受給者証が新
しくなります。

平成27年

8/1新

70歳になられたら
お医者さんにかかる際には、
被保険者証と高齢受給者証が必要となります。

3割負担
2割負担
2割負担
2割負担

区　　分 該当する方

国  保　太  郎

コクホ　タロウ

男

後期高齢者医療制度の
適用を受けていない方が
対象です。

〔高齢受給者証に負担割合の記載がされています。〕

昭和19年4月1日
以前に生まれた方

昭和19年4月2日
以降に生まれた方

国保　太郎
男

コクホ　タロウ


